
に参加した子ども達のアイディアを結集！

地球温暖化に伴う海面水温上昇によって、本来は西日本など温かい海で暮らしていた

サワラが、熱くなりすぎた海から適温の北陸の日本海へと移ってきました。そのため

2000年頃から北陸のサワラ水揚げは急増したのです。今や 福井県が漁獲高日本一、

石川県のサワラ漁獲高も、全国トップクラスとなっています。 

ところが 石川にはサワラを食べる習慣がありません･･･。ものすごく獲れているのに

食べられていない「低利用魚」なのです。このサワラを地元に住む私達がちゃんと
消費することが、漁師さん達の暮らしを支えることになります。 

そんな海の変化を知るために昨夏、子ども達を連れて福井県若狭湾に遠征しました。

そしてサワラを使った新しいメニュー開発を行ったのです！

海と日本プロジェクトとは
四方を海に囲まれた日本は、海洋国家です。海に守
られ、海の恵みに生かされて私達は、本当に豊かな
暮らしを営んできました。しかし近年の地球環境の
変化によって、海には著しい影響が出ています。 
昔と違って海に遊びに行く人は減りました。魚介を
食べる量も減りました。現代人の意識から「海」と
いう大切な存在が薄れてきているのです。 
日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」は、
私達の国にとって「海」の大切さを 
再認識し、子ども達に豊かな未来を 
引き継ぐことを目的にしています


